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月面衝突閃光と衝突クレーターのサイズ：２００７年ふたご座流星群について

Estimate of Impact Crater Sizes for 2007 Geminids Lunar Impact Flashes
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　流星の正体が、秒速数 10 kmという速度で地球大気に飛び込み発光する微粒子 (流星体)であることは広く知られて
いる。一方、流星体が大気のない月面に直接衝突すれば閃光 (普通 0.1秒以下)を発すると考えられる (月面衝突閃光)。し
かし、大きな流星体 (例えば 1 kg以上)でないと地球から容易に観測できる明るさにはならないと予測され、そのような
流星体は数が少ないことから観測できるような月面衝突閃光は非常に稀であろうと考えられてきた。最初の閃光は、1999
年のしし座流星群活動期に観測された [1, 2, 3]。以後、2001年のしし座流星群 [4]、2004年のペルセウス座流星群 [5] の
活動期にも閃光が観測され、最近では、NASAの観測システムにより一地点からの観測ではあるが 54個の閃光が報告さ
れている [6]。
　 2007年 12月のふたご座流星群活動期に、国内の多くの観測者やグループが月面衝突閃光を捉えるための観測を行っ

た。その結果、10個以上の閃光が報告されたが、その内 3つは離れた多地点から同時に観測されており、月面上での現
象であることは間違いない。また、1つについては、一地点からではあるが 2台のカメラで捉えられており残光も観測さ
れているのでノイズでないことは確かである。これらはすべて 2007年 12月 15日に観測された。時間順に A, B, C, Dと
名付け表１に示す。

表１：2007年ふたご座月面衝突閃光のまとめ
閃光 時刻 (JST) 月緯度 月経度 等級 流星体質量 衝突角 クレーター直径

A 17:28:18 +1度 -83度 9 0.12 kg 51度 4 m
B 17:54:25 -16度 -62度 6 1.80 kg 57度 8 m
C 17:55:26 -17度 -84度 5 3.02 kg 42度 9 m
D 19:08:10 -20度 -75度 5 5.34 kg 47度 11 m

閃光位置の誤差は今のところ 1度以上あると思われる。流星体質量は、衝突速度をふたご座流星の対地球速度 33 km/s
とし、運動エネルギーの 0.2 %[7]が可視光のエネルギーに変換されたとして求めた。また、衝突角は月面上の水平から
測った角度で、真上からの衝突の場合が 90度である。クレーター直径は、Gaultの式 [8]を用い、密度は流星体、月面と
もに 1.6 g/cm3 として計算した。クレーターは小さいが、放出物はクレーター壁を越えて広い範囲に広がるので、’ かぐ
や’ などの月探査機で観測できる可能性もある。
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